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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第３四半期
累計期間

第51期
第３四半期
累計期間

第50期

会計期間
自2019年３月１日
至2019年11月30日

自2020年３月１日
至2020年11月30日

自2019年３月１日
至2020年２月29日

売上高 （千円） 29,442,800 29,676,771 39,935,114

経常利益 （千円） 223,682 364,575 410,353

四半期（当期）純利益 （千円） 130,295 238,925 219,825

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 641,808 641,808 641,808

発行済株式総数 （株） 1,264,640 1,264,640 1,264,640

純資産額 （千円） 4,852,933 5,110,654 4,925,323

総資産額 （千円） 19,263,255 18,604,305 18,910,261

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 103.08 189.02 173.91

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 50.00

自己資本比率 （％） 25.2 27.5 26.0

 

回次
第50期
第３四半期
会計期間

第51期
第３四半期
会計期間

会計期間
自2019年９月１日
至2019年11月30日

自2020年９月１日
至2020年11月30日

１株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期純損失（△）
（円） 23.42 △1.50

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社には関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、有価証券報告書の「事業等のリスク」において、感染症流行のリスクについても記載しておりますが、現在

の新型コロナウイルスの感染拡大及び長期化による事業への影響については、先行き不透明な要素が多いため、今後

の推移状況を慎重に注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社はスーパーマーケット事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの経営成績の記載を省略して

おります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

　当第３四半期累計期間（2020年３月１日～2020年11月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染

症拡大の影響による経済活動の停滞やインバウンド需要の消失などにより、景気は大きく後退いたしました。緊

急事態宣言解除後においては、国内の経済活動が徐々に再開され、政府による各種施策効果もあり緩やかな回復

の兆しがみられたものの、目下のところ内外で感染拡大が加速しており、予断を許さない状況が続いておりま

す。

　スーパーマーケット業界におきましては、感染拡大の影響による巣ごもり消費はあるものの、将来不安による

消費者の生活防衛意識や節約志向が高まる中で、小売業の構造的な問題である人手不足及び人件費高騰への対

処、さらに地域のライフラインとしての役割を果たすことが大きな課題となっております。また、コロナ禍に伴

う食品宅配やネットショッピングなどの非対面型サービスの急増により、市場のシェア争奪戦が一層激化してお

り、引き続き厳しい経営環境となっております。

　このような状況の下、当社はお客様と従業員の安全確保を最優先事項として営業継続に注力し、「商品力」、

「現場力」及び「マーケティング力」の強化による確固たる競争力の構築を最大の課題として取組み、品質・価

格等の多様化する顧客ニーズに対応してまいりました。

　当社におきましては、お客様にとって価値がある商品を提供することにより、お客様に当社の価値や想いを共

有していただき、お客様との信頼関係及び共感を確固たるものとする「ラッキーブランド」の確立に努めており

ます。

　営業面においては、社会構造の変化やコロナ禍により即食需要、安全・安心志向及び節約志向が高まる中、簡

便商品及び健康志向の品揃え拡充に取組み、商品力強化における６ＭＤ戦略において、上期はパワープライスＭ

Ｄ（支持される価格）に重点を置き、下期は顧客ニーズに対するジャストパックＭＤ（適正量目）の対応強化に

より売上確保に努めております。また、「価格訴求」、「品質訴求」などの目的を明確化したプライスカード、

ＰＯＰ等の刷新により、値ごろ感ある価格設定や高付加価値商品の視認性を高めて、顧客認知度の向上に取組ん

でまいりました。

　当第３四半期累計期間におきましては、感染拡大防止のための外出自粛要請や休校及び新常態としてのテレ

ワークの増加により、家庭内での内食需要が高まり、まとめ買いや巣ごもり消費により米、麺類、レトルト食品

などの保存食品・日配食品が好調に推移いたしました。緊急事態宣言解除後においても、巣ごもり消費、内食需

要や衛生関連用品の好調が続いたものの、いわゆる「３密」回避のため、お盆帰省などの年中行事やイベントの

自粛・中止が相次ぎ、本来あるべき需要は減少傾向でありました。

　また、コロナ禍により家庭での調理自体が増えていることで、即食性の高い惣菜部門・ベーカリー部門は苦戦

しており、衣料品部門は、外出自粛の影響によりシニア向け衣料等の不調が続き、前年同期比88.6％と大幅マイ

ナスとなりました。

　経費管理面におきましては、コロナ禍対処に伴う消耗品の増加があったものの、感染拡大防止の観点による集

客抑制のため、チラシ等販促を自粛したことやポイント販促の抑制により、広告宣伝費及び販売手数料が大幅に

削減され、加えて原油相場低迷による水道光熱費の減少もあり、販売費及び一般管理費は前年同期比99.6％とな

りました。

　この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高296億76百万円（前年同期比0.8％増）、経常利益３億

64百万円（同63.0％増）、四半期純利益２億38百万円（同83.4％増）となりました。

　当第３四半期累計期間における店舗の状況は、新設店舗及び閉鎖店舗は無く、改装店舗として2020年９月に

「ラッキー新琴似四番通店」の改装を実施しております。

　2020年11月30日現在の店舗数は、34店舗であります。
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②　財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比較して３億５百万円減少し186億４百万円

となりました。

　その主な要因は、前払費用の増加が45百万円、繰延税金資産の増加が39百万円であったものの、現金及び預

金の減少が１億79百万円、有形固定資産合計の減少が１億50百万円であったことなどによるものであります。

 

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比較して４億91百万円減少し134億93百万円

となりました。

　その主な要因は、賞与引当金が２億20百万円増加したものの、買掛金の減少が１億88百万円、短期借入金の

減少が２億円、未払金の減少が３億円であったことなどによるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比較して１億85百万円増加し51億10百万円

となりました。

　その要因は、株主配当による減少が63百万円であったものの、四半期純利益の計上が２億38百万円及びその

他有価証券評価差額金の増加が９百万円であったことによるものであります。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありませんが、１「事業等のリ

スク」に記載のとおり、新型コロナウイルス感染症による影響は、今後の推移状況を注視してまいります。

　なお、当社では、お客様と従業員の安全確保を最優先事項として、従業員のマスク・手袋着用、検温等による

体調管理の徹底、アルコール消毒液・飛沫防止パネルの設置及びソーシャルディスタンスの確保などにより、新

型コロナウイルス感染防止対策を実施して、店舗営業の継続に努めております。

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,416,000

計 2,416,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,264,640 1,264,640

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,264,640 1,264,640 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年９月１日～

2020年11月30日
－ 1,264,640 － 641,808 － 161,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2020年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2020年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,263,600 12,636 －

単元未満株式 普通株式 440 － －

発行済株式総数  1,264,640 － －

総株主の議決権  － 12,636 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれておりま

す。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己株式10株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北雄ラッキー株式会社
札幌市手稲区星置一条二

丁目１番１号
600 － 600 0.04

計 － 600 － 600 0.04

（注）１．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、610株であります。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2020年９月１日から2020年11

月30日まで）及び第３四半期累計期間（2020年３月１日から2020年11月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年２月29日)
当第３四半期会計期間
(2020年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,924,762 1,744,826

売掛金 946,230 978,392

商品及び製品 1,546,676 1,582,822

原材料及び貯蔵品 66,807 75,370

前払費用 103,057 148,833

未収入金 446,424 388,009

その他 17,786 14,927

貸倒引当金 △267 △267

流動資産合計 5,051,477 4,932,913

固定資産   

有形固定資産   

建物 10,433,647 10,467,006

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,769,153 △6,943,137

建物（純額） 3,664,494 3,523,869

構築物 695,242 695,242

減価償却累計額及び減損損失累計額 △566,174 △580,895

構築物（純額） 129,067 114,347

機械及び装置 610 610

減価償却累計額 △490 △520

機械及び装置（純額） 119 89

車両運搬具 7,522 7,522

減価償却累計額 △6,947 △7,119

車両運搬具（純額） 575 402

工具、器具及び備品 504,201 507,733

減価償却累計額及び減損損失累計額 △461,058 △467,733

工具、器具及び備品（純額） 43,142 39,999

土地 7,222,022 7,220,531

リース資産 1,045,893 1,014,269

減価償却累計額及び減損損失累計額 △837,878 △798,420

リース資産（純額） 208,015 215,849

建設仮勘定 30,694 32,344

有形固定資産合計 11,298,132 11,147,434

無形固定資産   

ソフトウエア 74,353 80,067

ソフトウエア仮勘定 955 1,840

電話加入権 18,228 18,228

無形固定資産合計 93,538 100,136

投資その他の資産   

投資有価証券 182,332 190,049

出資金 479 479

長期前払費用 88,010 79,702

繰延税金資産 448,529 487,965

差入保証金 1,727,089 1,664,112

保険積立金 16,869 －

投資その他の資産合計 2,463,311 2,422,310

固定資産合計 13,854,982 13,669,880
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年２月29日)
当第３四半期会計期間
(2020年11月30日)

繰延資産   

社債発行費 3,800 1,510

繰延資産合計 3,800 1,510

資産合計 18,910,261 18,604,305

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,042,035 2,853,249

1年内償還予定の社債 50,000 300,000

短期借入金 4,050,000 3,850,000

1年内返済予定の長期借入金 1,161,382 1,136,455

リース債務 137,219 118,047

未払金 590,240 290,205

未払費用 301,269 321,244

未払法人税等 100,040 110,745

未払消費税等 78,735 28,201

前受金 20,406 21,875

預り金 563,807 609,409

賞与引当金 105,994 326,887

ポイント引当金 31,591 31,761

流動負債合計 10,232,723 9,998,082

固定負債   

社債 600,000 300,000

長期借入金 1,625,291 1,720,528

リース債務 179,600 173,962

退職給付引当金 879,567 870,784

長期預り保証金 293,039 289,609

資産除去債務 62,395 63,040

長期未払金 112,229 77,642

その他 90 －

固定負債合計 3,752,214 3,495,567

負債合計 13,984,937 13,493,650
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年２月29日)
当第３四半期会計期間
(2020年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 641,808 641,808

資本剰余金   

資本準備金 161,000 161,000

その他資本剰余金 190,215 190,215

資本剰余金合計 351,215 351,215

利益剰余金   

その他利益剰余金   

別途積立金 2,465,000 2,465,000

繰越利益剰余金 1,459,304 1,635,028

利益剰余金合計 3,924,304 4,100,028

自己株式 △1,672 △1,672

株主資本合計 4,915,655 5,091,379

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,668 19,275

評価・換算差額等合計 9,668 19,275

純資産合計 4,925,323 5,110,654

負債純資産合計 18,910,261 18,604,305
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年11月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年11月30日)

売上高 29,442,800 29,676,771

売上原価 21,925,813 22,084,050

売上総利益 7,516,987 7,592,720

営業収入   

不動産賃貸収入 203,931 204,001

運送収入 636,109 657,785

営業収入合計 840,041 861,786

営業総利益 8,357,028 8,454,507

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 326,934 278,499

配送費 571,439 589,809

販売手数料 431,720 373,574

給料及び手当 1,479,307 1,474,006

賞与引当金繰入額 289,596 326,887

退職給付費用 80,842 78,544

役員退職慰労引当金繰入額 3,243 －

雑給 1,815,249 1,824,063

水道光熱費 612,520 551,249

減価償却費 336,924 294,462

地代家賃 656,821 648,424

その他 1,535,009 1,666,355

販売費及び一般管理費合計 8,139,611 8,105,877

営業利益 217,417 348,630

営業外収益   

受取利息 6,262 5,355

受取配当金 7,310 7,602

受取事務手数料 7,061 10,250

助成金収入 5,300 3,440

雑収入 11,137 13,654

営業外収益合計 37,071 40,303

営業外費用   

支払利息 26,286 20,823

社債発行費償却 2,891 2,290

貸倒損失 412 －

雑損失 1,215 1,245

営業外費用合計 30,806 24,358

経常利益 223,682 364,575

特別損失   

減損損失 13,140 9,100

固定資産除売却損 11,189 1,520

特別損失合計 24,329 10,620

税引前四半期純利益 199,352 353,954

法人税、住民税及び事業税 108,227 155,574

法人税等調整額 △39,170 △40,546

法人税等合計 69,057 115,028

四半期純利益 130,295 238,925
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　当社では、固定資産の減損損失の測定や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りについて、財務諸表作

成時において入手可能な情報に基づき実施しております。新型コロナウイルス感染症の感染拡大による当社事業

への影響は、緊急事態宣言は解除されたものの、今後の新たな感染拡大も想定され、翌事業年度以降に本格的な

景気回復傾向になると仮定し会計上の見積りを行っております。

　新型コロナウイルス感染症の収束時期及び経済環境への影響が大きく変化した場合には、翌事業年度以降の財

政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 2019年３月１日
至 2019年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年11月30日）

減価償却費 336,924千円 294,462千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月27日

定時株主総会
普通株式 63,201 50.0 2019年２月28日 2019年５月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月27日

定時株主総会
普通株式 63,201 50.0 2020年２月29日 2020年５月28日 利益剰余金

 

（金融商品関係）

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自2019年３月１日　至2019年11月30日）及び当第３四半期累計期間（自2020年３月１

日　至2020年11月30日）

　当社は、生鮮食料品を中心に一般食料品及びファミリー衣料品を販売の主体とするスーパーマーケット事業の

単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年11月30日）

１株当たり四半期純利益 103円08銭 189円02銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 130,295 238,925

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 130,295 238,925

普通株式の期中平均株式数（株） 1,264,030 1,264,030

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年１月12日

北雄ラッキー株式会社

取締役会　御中

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 菅沼　淳　　 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴本　岳志　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北雄ラッキー株

式会社の2020年３月１日から2021年２月28日までの第51期事業年度の第３四半期会計期間（2020年９月１日から2020年11

月30日まで）及び第３四半期累計期間（2020年３月１日から2020年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、北雄ラッキー株式会社の2020年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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